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転入超過となっているのは、東京圏のみであり、
転入超過数は、拡大している。
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特に、東京都への転入超過が著しい。



東京圏の人口のみが、一貫して増加を続け、
平成２７年の東京圏の人口は、日本の総人口の４分の１超に。
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東京圏への転入超過数の大半は１５～２９歳の若者。
大卒後就職時、大学進学時の転入が要因と考えられる。

4

転
入

転
出



大学進学時における東京都への流入は著しい。
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東京都の総人口比は、約１０％であるのに対し、
大学生は、約２５％が東京都の大学に就学している。

２．４倍
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学生の「東京２３区」への集中が著しい。
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東京２３区の学生数は一貫して増加傾向にある。
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埼玉県、千葉県、神奈川県の学生数は一貫して減少傾向


